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　LATE(Low Aspect ratio Torus Experiment)装置では電子バーンスタイン波加熱・電流駆動のみで球
状トカマクプラズマを生成•維持している。プラズマ立ち上げ時に入射電力を上げていくと、下部
フランジや中心柱の周りに可視光のホットスポットがしばしば現れる。ホットスポットのできる
場所は磁場条件によって変わる。図1のホットスポットはトロイダル磁場1536G、垂直磁場205G、
入射電力180kW、プラズマ電流12kAの時に見
られた。この磁場条件では初期位置R=0.220
[m]、z=0.00[m]、エネルギー100keVを持った高
速電子が図2の赤線で示された軌道を描き、
ホットスポットが現れた位置へロスする。
　ホットスポットは電子バーンスタイン波に
よって加熱された高速電子がロスして生じて
いると考えられる。このようなエネルギーを
持った高速電子が壁に当たれば、硬X線を出す
と考えられるので、波高パルス計数機能を
持った2次元CdTe検出器を用いて、発光するX
線の位置とエネルギーを調べることとする。

　2次元CdTe検出器としてIMATEX社製XRI-
UNOを用いている。XRI-UNOはピクセルサイ
ズ55µm、有効面積14.1mm2、解像度
256×256px、ピクセル深度13ビット、フ
レーム
レート500fpsまで、フレーム
蓄積100fpsで10秒、センサー
はCdTe、センサーの厚さ
1mm、感度領域
40keV~120keV、適温
32℃~37℃、量子効率
85%(60keV)という性能で
す。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　図3に示す真鍮BOXとコリ
メータを製作した。この真
鍮BOXの中にXRI-UNOを入
れコリメータを取り付け
て、視野を絞るという構造
になっている。コリメータ
径は2mmとなっている。こ
れを図2に示すように上部
ポートに設置して、ホット
スポットが生ずる領域を視
野に入れることができる。
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図2:高速電子軌道 図3:真鍮BOXとコリメータ

図1:ホットスポット
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